
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
洋
陶
磁
学
会 

第
四
十
六
回
大
会
の
お
知
ら
せ 

  

初
秋
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
事
と
存
じ
ま
す
。 

こ
の
度
、
平
成
三
十
年
度
の
大
会
を
左
記
の
と
お
り
鹿
児
島
で
開
催
致
し
ま
す
。 

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 
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記 

＊
日 

時 

平
成
三
十
一
年
一
月
十
九
日
（
土
）・
二
十
日
（
日
）・ 

二
十
一
日
（
月
）: 

現
地
見
学
会
（
貸
切
バ
ス
） 

＊
共 

催 

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館 

＊
会 

場 

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
講
堂 

（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
城
山
町 

七
‐
二 

 
h

ttp
://w

w
w

.p
ref.k

a
g
osh

im
a
.jp

/reim
eik

a
n

/

） 

＊
テ
ー
マ 

「
薩
摩
焼
研
究
の
現
状
と
課
題
―
こ
の
四
半
世
紀
の
成
果
か
ら
―
」 

＊
趣 

旨 

薩
摩
焼
の
研
究
は
、
前
田
幾
千
代
『
薩
摩
焼
総
鑑
』（
一
九
三
四
年
）、 

田
澤
金
吾
・
小
山
冨
士
夫
『
薩
摩
焼
の
研
究
』（
一
九
四
一
年
）
な
ど 

古
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
停
滞
し
て
い
た
と
言
わ
ざ 

る
を
得
な
い
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
鹿
児
島
県
内
各
地 

で
薩
摩
焼
窯
跡
の
発
掘
調
査
が
増
加
し
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
を
塗
り 

替
え
る
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
本
大
会
で
は
、
こ
の
四
半
世
紀 

の
調
査
研
究
成
果
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
薩
摩
焼
研
究
の 

課
題
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

＊
日 

程 

一
月
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
受
付 

午
後
一
時
三
十
分
開
会 

・ 

東
洋
陶
磁
学
会
常
任
委
員
長
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
橋 

康
二 

・ 

基
調
講
演
「
薩
摩
焼
研
究
の
現
状
と
課
題
」 

 
 
 
 
 

渡
辺 

芳
郎 

・
明
治
維
新
一
五
〇
周
年
記
念
黎
明
館
企
画
特
別
展 

「
華
麗
な
る
薩
摩
焼
―
万
国
博
覧
会
の
時
代
の
き
ら
め
き
」
見
学 

・
懇
親
会 

午
後
六
時 

～ 

於 

ホ
テ
ル･

レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島 

（
鹿
児
島
市
山
之
口
町
四-

二
十
） 

一
月
二
十
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
受
付 

十
時
よ
り
発
表 

・
研
究
発
表 

「
竪
野
（
冷
水
）
窯
跡
出
土
の
薩
摩
焼 

―
型
打
ち
製
品
を
中
心
に
―
」 

 
 

関 
 

明
恵 

 
 

「
茶
会
記
と
売
立
に
見
る
薩
摩
焼
茶
入
」 

 
 
 
 
 
 
 

松
村
真
希
子 

（
昼
食
：
各
自
で
） 

「
鹿
児
島
県
姶
良
市
に
お
け
る
薩
摩
焼
窯
跡
の
調
査
」 

 
 

深
野 

信
之 

「
薩
摩
焼
と
琉
球
陶
器
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
垣 

 

力 

「
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
初
期
輸
出
向
け
薩
摩
焼
の
特
徴
と 

展
開
に
つ
い
て
―
在
外
資
料
調
査
の
成
果
を
含
め
て
」 

深
港 

恭
子 

一
月
二
十
一
日
（
月
）
見
学
会
（
貸
切
バ
ス
）
＊
定
員
五
十
名 

午
前
九
時
：
鹿
児
島
中
央
駅
発  

日
置
市
美
山
（
沈
壽
官
窯
資
料
館
、
周
辺
窯
跡
等
）
→ 

姶
良
市
加
治
木
着 

（
昼
食
）
→ 

姶
良
市
加
治
木
郷
土
館
（
姶
良
市
加
治
木
出
土
の
窯
跡
資
料 

等
）
→ 

龍
門
司
窯
（
工
房
・
古
窯
跡
等
）
→ 15

：30

鹿
児
島
空
港 

→ 

16

：30 

鹿
児
島
中
央
駅
着
（
予
定
） 

＊ 

費 

用 

・
大
会
参
加
費
（
参
加
者
全
員
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
、
〇
〇
〇
円 

・「
華
麗
な
る
薩
摩
焼
展
」
見
学
費
（
十
九
日
） 

 
 
 
 

  
 

八
〇
〇
円 

・
懇
親
会
費
（
十
九
日
・
申
込
者
の
み
） 

 
 
 
 
 
 
 

六
、
〇
〇
〇
円 

・
バ
ス
見
学
会
費
（
二
十
一
日
・
申
込
者
の
み
・
昼
食
含
む
）
四
、
〇
〇
〇
円 

＊
交 

通 

【
飛
行
機
】
鹿
児
島
空
港
よ
り
鹿
児
島
市
内
行
き
空
港
バ
ス 

「
金
生
町
」
下
車
徒
歩
十
分 

【
Ｊ
Ｒ
九
州
】
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
電
車
・
バ
ス
を
利
用 

鹿
児
島
中
央
駅
よ
り
徒
歩
十
五
分 

【
市
電
・
バ
ス
】「
市
役
所
前
」
下
車
徒
歩
五
分 

【
市
内
巡
回
観
光
バ
ス
】「
薩
摩
義
士
碑
前
」
下
車
す
ぐ 

  

［
注 

意
］ 

・
参
加
申
込
は
十
二
月
二
十
五
日
迄
に
、
振
込
用
紙
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。 

・
発
表
の
演
題
お
よ
び
順
序
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

・「
発
表
要
旨
」
を
大
会
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 
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